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平
成
二
十
九
年
「
丁
酉
」
、
皇
紀
二
六
七
七
年
、
新
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
参
拝
者
の
列
は
神
門
前
か
ら
第
一
鳥
居
ま

で
続
く
中
、
新
年
を
告
げ
る
太
鼓
の
号
鼓
と
共
に
神
門
が
開

門
さ
れ
る
と
待
ち
わ
び
た
参
拝
者
が
一
斉
に
本
殿
前
へ
広
が
っ

た
。
本
殿
前
、
祈
願
殿
、
福
み
く
じ
の
各
授
与
所
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
神
職
と
巫
女
、
巫
女
見
習
六
十
名
が
応
対
、
神
酒
授
与

所
で
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の

甘
酒
が
振
舞
わ
れ
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。
今
回
、
修

復
し
た
本
殿
前
の
敷
石
が

年
末
に
完
成
し
た
。
真
新
し

い
敷
石
を
踏
み
し
め
な
が
ら

の
お
参
り
が
続
き
、
そ
の
流

れ
は
朝
ま
で
途
切
れ
る
事

無
く
続
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
元
日
は

晴
天
で
初
日
の
出
を
迎
え
、

温
暖
が
新
年

の
参
拝
者
で
賑
わ
ぅ

宗

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
灌
ち
て

道
ひ
ら
く

~
 

' 

i
m
「
＝
詞
叩
叫

開
催
さ
れ
て
い
る
了
当
大
社
か
ら
は
二
四
一

点
の
国
宝
が
出
陳
さ
れ
て
い
る
が
、
前
回
と

の
大
き
な
違
い
は
同
時
代
の
他
と
の
比
較
で

あ
る
。
大
和
朝
廷
が
本
拠
と
し
た
畿
内
と

百
済
、
新
羅
、
高
句
麗
な
ど
の
国
々
が
入
り

乱
れ
て
い
た
現
在
の
韓
国
で
あ
る
了
展
示
例

を
挙
げ
る
と
、
沖
ノ
島
出
土0
0
0
金
製
指
輪
の

に
い
ざ
わ
せ
人
づ
か

周
囲
に
、
奈
良
の
新
沢
・
千
塚
古
墳
出
土
の

も
の
や
韓
国
の
王
陵
出
土
の
も
の
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
芸
術
的
で
目

を
奪
わ
れ
る
が
、
更
に
深
く
沖
ノ
島
を
理
解

い
た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
神
へ
捧

げ
ら
れ
た
神
宝
で
あ
る
の
に
対
し
古
墳
な

ど
死
者
の
副
葬
0
0
0
と
い
う
相
違
点
で
あ
る
▼

沖
ノ
島
ほ
ど
膨
大
な
量
の
一
級
品
が
、
継
続

的
に
捧
げ
ら
れ
た
遺
跡
は
他
に
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
実
証
さ
れ
た
神
に
対
す
る

祈
り
の
最
高
例
で
あ
り
、
今
回
の
特
別
展
は

「
国
家
祭
祀
と
は
何
か
」
「
そ
の
祈
り
の
目
的

は
」
を
、
他
と
の
比
較
に
よ
っ
て
問
う
た
も
の

と
も
い
え
る
。
三
月
五
日
ま
で
あ
るY
展
示

会
場
の
最
後
に
は
、
構
成
を
担
っ
た
学
芸
員

の
詩
が
、
彼
の
想
い
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
（
塚
）

い
く
つ
も
の
歴
史
い
く
つ
も
の
想
い

そ
れ
ら
が
重
な
り
合
っ
て

「
神
宿
る
島
」
は
姿
を
現
し
た

神
話
に
記
さ
れ
た
島
は

い
ま
も
変
わ
ら
ず

青
い
海
に
浮
か
ん
で
い
る

新
た
な
歴
史
と
想
い
を
重
ね
な
が
ら

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 



第672号（毎月 1 日発行）
-,—__-·―ト・9.--99 → ｀一よじ9 -

2
~
午
前
八
時
頃
に
は
例
年
よ
り
；
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
周
一

日
i
早
く
、
駐
車
場
は
満
車
状
態
一
辺
道
路
は
渋
滞
と
な
る
。
午
一

水
一
と
な
り
、
午
後
九
時
ま
で
続
一
後
七
時
過
ぎ
に
は
駐
車
場
の
一

曜
｛

竺
い
た
。
午
前
九
時
に
は
本
殿
こ
滴
車
は
解
消
さ
れ
た
が
、
同
一

竺
に
て
歳
旦
祭
を
斎
行
。
蓋
津
丁
九
時
頃
ま
で
参
拝
の
列
が
途
一

年
一
~
~
＂
枷

9
宮
司
以
下
神
職
が
奉
仕
し
今
石
招
び
0
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
、
初
潅

~
し

2

l

 成
一
年
一
年
の
国
家
皇
室
の
安
泰
一
三
日
は
天
候
回
復
し
前
日

[
l
‘

平
―i

を
祈
念
し
た
。
本
殿
で
の
祭
一
以
上
の
渋
滞
と
な
る
。
午
前
一
必
”

一
桓
g

i
典
終
了
後
、
高
宮
、
第
二
宮
こ
九
時
よ
り
元
始
祭
を
斎
行
。
~

｀
ー
[
[
日
い
汀
且
ら
[
5

象
一
を
滞
り
な
く
終
え
た
。
二
付
さ
れ
新
年
三
ヶ
日
の
諸
祭
[
咳
か
い
三
ヶ
日
と
な
り
ヽ
多

v

・
ニ
日
は
暖
か
い
も
の
の
、
曇
属
は
滞
り
な
く
終
え
た
。
こ
、
ご
参
拝
を
頂
い
た
。
今
回

A
i
 

T
-
墾
空
で
時
折
小
雨
も
降
る
な
か
二
り
日
は
前
日
が
雨
だ
っ
た
た
め
こ
渋
滞
緩
和
の
た
め
宗
像
市
に

A
 
旦
か
、
非
常
に
参
拝
者
多
こ
血
力
頂
き
、
市
の
グ
ラ
ン
ド
や

M
`
 

く
、
各
社
頭
に
は
長
い
列
二
払
海
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

宗

が
で
き
て
い
た
。
二
り
駐
車
場
も
借
用
す
る
と
共

本
年
は
例
年
に
な
く
一
に
、
渋
滞
箇
所
に
仮
設
ト
イ
レ

：
を
ニ
ヶ
所
設
置
し
た
が
、
ト
イ

丁
レ
は
想
定
以
上
の
利
用
が
あ

：
り
、
改
め
て
必
要
性
を
感
じ

こ
行
本
年
は
世
界
文
化
遺
産

二
登
録
の
可
否
が
出
る
年
で
も

：
あ
る
。
今
年
得
た
経
験
を
踏

：
ま
え
参
拝
者
の
迎
え
入
れ
に

二
月
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら

こ
芯
゜

十
二
月
二
十
五
日
、
宗
像
ユ
ニ
の
で
、
主
基
地
方
風
俗
舞
の

リ
ッ
ク
ス
に
て
ふ
く
お
か
無
形
：
他
、
県
内
各
地
の
神
社
の
伝

文
化
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
&
]
統
的
な
神
楽
や
舞
が
披
露
さ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
：
ふ
く
一
れ
た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
行
わ

お
か
文
化
遺
産
ウ
ィ
ー
ク
事
一
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
海
の
道

業
実
行
委
員
会
）
が
開
催
さ
二c育
ま
れ
た
芸
能
文
化
」
で
は

れ
、
当
社
の
主
基
地
方
風
俗
：
当
社
の
藉
津
権
宮
司
が
パ
ネ

舞
が
奉
奏
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
：
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
当
社

ポ
ジ
ウ
ム
は
宗
像
の
地
で
時
代
二
り
つ
む
い
で
き
た
信
仰
・
文
化

を
超
え
て
継
承
さ
れ
る
県
内
：
を
改
め
て
発
信
し
た
。
世
界

の
伝
統
芸
能
の
共
演
を
通
し
こ
又
化
遺
産
の
候
補
と
し
て
注

て
、
日
本
芸
能
の
源
に
あ
る
二
日
が
集
ま
る
な
か
、
先
人
た

「
日
本
人
の
心
」
へ
と
誘
う
も
：
ち
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た

伝
統
文
化
・
価
値
観
を
正
確

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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をたの七す
見人瀬百る宗
せ々が名筑像
るの近の前大
゜里付島大社
帰くで島中
りとぁ 津
で島るは宮
賑外が人が
わへ、口鎮
い出年約座

方両の設の
々宮為営装大
の奉の‘飾晦
奉賛参夜‘日
仕会道間福に
に・電のみは
よ同飾初く社
り翼等詣じ殿
殿賛が参授・
又会沖拝与境

墨．園祖•一J l ご三戸姦ュー：一烹雲こて］らの中者所内
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

かの振鍋志日巻せとり島れ翼新回等 へるが のさき前れ
午く冬舞万ゞを丸網た多‘支‘賛春廊が社進と響午祭れ本でた
前迎のゎ奉頂水船゜＜新店宗会福で授頭ダ参き前儀‘殿年゜
七え味礼賛き産団又の年ょ像のみは与で祈拝渡零晶喜与雙心
睛た嘉大会祠忍‘畠扇言盆品塁胃［鷹真は茎胃晶時め—除祓五
冒 言塁径烹こ悶塁嘉食塁嵩且贋竺祠骨胃恣悶胃負宍喜式塁
外 者らに鰤の組は詰か賛組り所中門縁たと開にだ年が引り
よ をでよ大ご・大めろを合開ー津横起。神か号 最斎き神
り 温はり根芳春島寄う賜大かが宮の物 前れ鼓 後行続門
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

宜所元 人境同四てたを方ミ名執全 念の家のをさ等の御献
奉の始＝々内年十‘゜挙が王とり国二さ幸安弥童丸が幸初上
仕大祭日でで講四三農悶畠＝保行に日れ福泰栄灯歳お野穂さi i i ] [ ]9: [ : ; : ［胃［ ] ：だ畠胃畠曇贔り翠こ仁 l
れ渡大時た歓イ丁晴［前祝げ多の成人時
が協ーっ交童．四ををしナ喜畠新贔土こ:ご;-』'’’’|~□□嘉
ヽ邊島よ゜すれ厄才後福、く他人祭に
国禰支り る、の、しし島のコ三がは
................................................................................................................................................................. 

り子力行 い祝らしパ祭奉を 祈併の

胃祟と髯畠皇皐謡冨［畠喜雙農胄苫畠
申敬協ナこ宮せるが内卜し願ぎ‘れ本の
し者賛り正たと振各用竺祭—合だ年声

t肩會夏贔。［ ：冒胄富閾贔｛； 篇元
了醤［怠喜 ビ盪門畠眉嬰喜拿 虔冑
心たご典 賑暦ないにれ還還 全び
よ氏協斎 わをがをて、暦暦 が、

~
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「
切
麻
」
で
自
身
を
祓
い
二
氏
子
崇
敬
者
の
幸
福
を
祈
り

日
っ
い
で
所
役
が
「
祓
物
」
二
平
成
二
十
八
年
の
諸
祭
儀
の

水
の
木
綿
（
白
布
）
と
麻
布
丁
全
て
が
恙
無
く
納
め
ら
れ
た
。

曜
（
｀

や
は
り
と
り
さ

旦
（
麻
苧
）
を
八
針
に
取
辟

十
二
月
三
十
一
日
大
晦
]
慨
れ
を
祓
清
め
新
年
を
清
々
：
る
「
夏
越
の
大
祓
式
」
、
そ
し
：
き
、
最
後
に
神
職
が
「
大
麻
」

月
｛

，
、
日
、
午
後
三
時
よ
り
年
越
し
：
し
く
迎
え
よ
う
と
約
五
百
人
二
J
一
年
の
罪
・
稼
れ
を
祓
い
清
こ
に
て
天
・
地
・
人
形
・
罪
・
穣

年
・野

の
大
祓
式
、
引
き
続
き
一
年
：
を
越
え
る
参
列
者
が
参
集
し
一
め
新
年
を
迎
え
る
為
十
二
月
丁
れ
を
祓
い
清
め
た
祓
物
が
流

最
後
の
祭
典
と
な
る
除
夜
祭
一
大
祓
式
は
神
門
前
に
て
執
り
二
り
「
師
走
（
年
越
し
）
の
大
祓
二
案
さ
れ
大
祓
式
は
終
了
し

]
が
斎
行
さ
れ
た
。
i
行
な
わ
れ
た
。
一
式
」
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
：
た
。

i
寒
風
さ
す
中
、
定
刻
午
後
―
当
社
に
お
い
て
は
七
月
と
一
定
刻
、
蓋
津
宮
司
以
下
神
一
引
き
続
き
本
殿
に
於
い
て

三
時
に
は
こ
の
一
年
間
の
罪
こ
十
二
月
の
晦
日
に
大
祓
式
が
一
職
が
神
門
前
へ
参
進
、
ま
ず
二
除
夜
祭
が
斎
行
、
こ
の
一
年

像
i
ぺ4
1
>ー
「
｀
あ
り
、
七
月
二
呂
司
が
祓
を
仰
し
、
藉
津
権
[
回
の
宗
像
大
神
の
大
御
恵
に

T

を
災
難
消
除
二
呂
司
が
大
祓
詞
を
宣
読
、
続
二
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
皇
室
・

TA

>

防
と
豊
作
を
祈

□
い
て
奉
仕
員
、
参
列
者
各
人
は
二
国
家
益
々
の
繁
栄
、
そ
し
て

A
 z
 

u
 

M
 

宗

平
成
二
十
八
年
最
後
の
祭
典
を
恙
な
く
斎
行
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こ］［コ古［
事行の＋ 、

晶胄霊八式ば
穀たを日 史

畠゜喜悶祭
前古、
................................................................ 

麿闘ご冒嘉＄蒻
方野で一神典え

子にるみア万tしの‘で；と五
ー入九＜かカバよ幸新構 、穀

：仁霜沿〗塁晶旦喜詈 9 胃畠
ヽを原ゃー取か御れ辻者を

g面嘉日冒：真正飯含旦参冒
特菓ごあヽ．た口海殊る列す
.......................................................................................................................... 

田の参殿斎置口神午 籠男て
楽と列に行鮎の職前祭し性お
、同者てさ氏両が六典‘奉り、氏地え殊

一：が様は御れ子区奉時は奉仕
めの神座‘会長仕‘小仕者今子元る神

; / 煮お様が祭長‘し葦雨しが年の田゜餓
.., 9 :I 叉 ‘膳の行典等当、津降た前は当島まを

9 9裟移味、おゎ後が番田宮る 日飛喜区ナこ神
、 るそ｛d 噌御供れ‘参班島司暗 よ松と八御前

｀ヽ ．：．わ・1、｀ヽ·- ：汁飯えナこ清列長：：•以闇 り班な班座に
特殊禅撰「御菓子」 、、 ー、」をやも。明し、江下の 参のつのは供
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

こ—·9 る菜さ火るけびた時 火 ひきな栗

冨f:喜：ぎ贔こ。合覧鎮岱 : [ ` : 
晨讐埴胃；忘め、盆甕胄 荒 過み与し
喜贔儡棗召合嘉門嘉ヽ火娑‘‘ f祠［扇
てめ神神神よ災火斎、 た人る面

畠麿竺竺皐；悶闘嬰儡祭’ ：悶［祠
ー猿火窃儀賣←一云デ→ー弓転←ー、:~:ここー」 四．．．．叫．．．．．］[ l. ．．．．り‘·• • ｷ •・！主....•阿●• • • •愛．．．．．虚．．．．り....土．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ・阿！．．．．．?......ロ..lｷ • • •平
を起末各宗長わ菜をを話以 た合で六
祈こ年関像‘祭れー注起に下-l o 計五時
つり始係福小典ナでぎこ則二 竺回三
だやの者津胤に：覆、しり名 4ぐ＇f、 'ｷ -l =の十

函竺弱岳睾豆 ；呈菫店蚕 €9O'---:.I芍 ぉ翌尋平気、災麿像 がーで忌の ——---• 加［時
穏が年の、市 行川水火神.... —·1- --- -—---— し、ま二．＾――- --- - -
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畠閾嘉翡冒喜贋玄 翡

氏氏氏氏氏氏氏 氏

^ ^ ̂ ^^^ ^ ^ 青東岬岬大大津 勝

葉台福間地地島島屋崎 浦
地地 地地地 地
区区区区区区区 区
‘--一‘ ‘`—/' ヽー 、ー一 、ー一 、一 、｀ー 、一

ノ

を
十
年
以
上
お
勤
め
頂
い

た
方
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

本
年
は
七
名
の
方
々
に
宮

司
よ
り
記
念
品
と
感
謝
状

新
春
の
一
月
十
三
日
午
前
二
穫
を
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
年
：
よ
り
大
社
に
斎
泊
、
精
進
潔
斎
こ
か
贈
呈
さ
れ
、
参
列
し
た

十
一
時
、
氏
子
総
代
評
議
員
二
り
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
：
の
上
、
斎
服
を
着
装
し
て
祭
典
二
氏
子
会
関
係
者
か
ら
温
か

多
数
の
参
列
の
下
、
献
米
奉
告
：
祈
っ
た
。
こ
如
』
ま
れ
、
宗
像
大
神
の
大
前
[
ぃ
祝
福
を
う
け
た

o

そ
の
後

祭
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
の
皆
様
一
祭
典
で
は
、
氏
子
を
代
表
し
二
C
無
事
に
奉
幣
詞
を
奏
上
、
見
二
＇
鏡
開
き
」
が
行
わ
れ
、
直

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
ご
二
J
花
田
和
樹
氏
が
奉
幣
使
と
二
事
に
大
役
を
果
た
さ
れ
た
。
：
会
と
し
て
皆
で
雑
煮
、
ぜ

神
前
に
献
上
し
、
昨
年
秋
の
収
：
し
て
御
奉
仕
さ
れ
た
。
前
日
一
祭
典
終
了
後
に
は
、
清
明
：
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
、
新

ぶ
i
1
`
•

三
殿
に
於
い
丁
ぷ
一
年
を
清
々
し
く
過

て
氏
子
こ
J
す
こ
と
が
で
き
る
と
大

会
役
員
：
社
を
後
に
し
た
。

九
州
国
立
博
物
館
•
特
別
展
の
ご
案
内
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時
溝
ち
て
道
ひ
ら
く

本
年
よ
り
第
二
次
造
営
事
業
の
核
と
な

る
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
二
月
に
「
勅
使

館
新
築
」
、
三
月
に
は
「
第
二
宮
・
第
三
宮

修
復
」
が
着
工
と
な
り
ま
す
。
二
つ
の
エ
ー
・
[

事
が
重
な
り
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
は
ご
不
ー5

便
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

9 ̀ • ·7, 

造
営
日
記
⑲

一
、0
0
0
、

0
0
0
円

三
贋
市
海
野
み
づ
え

1
0
0
、

0
0
0
円

港
区
志
村
竹
彦

佐
千
子

七
0
、

0
0
0
円

田
川
市
都
留

常
秋

葉
子

五
0
、

0
0
0
円

宗
像
市
崎
間
美
津
男

福
岡
市
丸
山
廣

三
0
、

0
0
0
円

福
岡
市
中
野
隆
二

二
0
、

0
0
0
円

宝
塚
市
松
原
修
二

一
宮
市
伊
藤
嘉
浩

1
0、
0
0
0
円

宗
像
市
七
ツ
矢
文
子

武
蔵
野
市
大
嶋
由
美

府
中
市
島
井
喜
久
江

福
津
市
松
尾
政
信

福
岡
市
井
上
良
弘

八
王
子
市
番
場
嘉
雄

奈
良
市
加
藤
真
義

土
浦
市
瀧
美
由
紀

吹
田
市
前
田
香
代
子

新
宿
区
瀬
川
鐘
比

佐
世
保
市
田
中
美
和
子

佐
賀
市
古
賀
久
貴

北
九
州
市
木
村
秀

哲
子

衿
子

明
子

慎
理

森
雄

幹
代

北
九
州
市

北
九
州
市

金
沢
市

遠
賀
郡

本梶原原
田谷田田

---------------------------------------------------------------------------------

朝朝尼板宇江大春春北熊江神品下墨世千所中名福福港南武結横互 糸六稲大大
倉倉崎野土戸阪日日九本東戸川関田田葉沢野古岡津区城蔵城浜 0 島 d 敷野牟
市市市郡市川市市市朴I 市区市区市区谷市市区屋市市 市野市市 0 市 0 郡城田

区市 区市 市Q. Q市市
円円

田土佐藤上大福前清熊値西疋齋梅大野茂後新後橋田岩川大小石 国 大益前
中居野川村西地田澤野賀田田藤本坊村木藤関藤本中本口嶋松井 分 久山田
佐栄 保

典多順 良信昭 魅隆龍壽光一順政元伸三知宜直良和信舞久督 一浩 和和真
夫央子聡也行義愛子史介代雄宏治輝久一郎美和樹一樹也香雄之 美ー 幸子吾

-------------------------------------------------------------------------------------

朝諫岩宇大川北北北北新館千千千蠣名福 福福福藤別松松都宗ミ糸糸三都弓
倉早出部津崎九九九九宿林葉葉葉波古岡 岡岡岡沢府戸山城像 o 島島養城〇
市市市市市市、）小1 小卜1 小卜I 1小1 区市市市市市屋市 市市市市市市市市市 0 市市基市 0

市市市市 市 g 郡畠
矢藤新秋喜石熊古古久上エ茂茂茂名春下武武 武長福谷首小堀野和 国国棟野
野原田山多橋野賀賀野野藤木木木越山村部部 部田田本藤川田崎田 分分高崎

つ 愛崖 美美
宙英泰和睦明隆春り友早善崇 伸克美正里碧万慎秀篤玉加高一沙道 浩一光沙
之三伸代巳子史一子二苗和宏淳一仁穂夫紗海紅吾樹志紀代浩恵子子 一美生子
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

乎
乙
細俳
句

咋
作
品
集

一
宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

云
右
々
し
く
見
え
る
漁
師
は
八
十
八
歳
ど
こ
か
ら
来
し
か
と
三
た
び
尋
ね
る

i
若
く
見
え
る
漁
師
が
記
憶
は
不
確
か
な
の
が
哀
し
い
。
三
句

二
は
歳
を
除
け
〈
八
十
八
〉
に
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
一
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

山
々
の
そ
の
ま
た
奥
の
山
々
の
そ
び
ら
に
並
ら
ぶ
ふ
る
さ
と
の
山
玉
ず
に
の
せ
て
軽
く
こ
ぶ
り
な
ば
ら
色
の
手
帳
を
買
ひ
て
新
年
を
待
っ

作
者
の
故
郷
は
山
深
い
場
所
な
の
だ
ろ
う
。
山
の
繰
り
返
し
一
新
年
の
希
望
が
手
帳
の
色
に
現
れ
て
い
る
。
初
・
ニ
句
〈
手
に

lの
リ
ズ
ム
が
が
心
地
良
い
°
]
持
て
ば
軽
き
ー
〉
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

昭
和
十
六
の
兵
器
工
廠
の
同
窓
会
白
髪
楠
か
し
て
君
と
擦
れ
あ
ふ
五
重
た
げ
に
ド
レ
ス
つ
か
み
て
お
辞
儀
す
る
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
迷
い
あ
る
ご
と

工
廠
の
同
窓
会
の
君
は
初
恋
の
人
か
。
初
句
を
昭
和
十
六
年
〉
、
一
長
い
曲
で
疲
れ
た
演
奏
者
か
。
描
写
が
効
い
て
上
句
に
説
得
力

＿
結
句
〈
君
と
会
ひ
た
り
〉
に
。
二
が
あ
る
の
で
〈
迷
い
〉
に
頷
け
る
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

か
た
ぐ
る
ま
か
つ

肩
車
担
ぎ
し
孫
が
豆
を
ま
く
福
は
内
の
み
節
分
の
夜
｛
窓
ま
で
も
赤
や
黄
色
に
照
り
映
え
て
わ
が
家
の
庭
も
プ
チ
観
光
地

「
福
は
内
」
だ
け
の
優
し
い
豆
ま
き
。
二
句
は
結
句
と
時
制
を
[
-
紅
葉
し
た
庭
を
プ
チ
観
光
地
と
い
う
見
立
て
が
面
白
い
。
四

一
揃
え
〈
肩
車
で
担
げ
る
〉

0

i
句
〈
今
日
の
わ
が
庭
〉
と
し
て
は
。

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次
一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

今
日
ひ
と
日
会
話
せ
し
は
幾
人
と
指
折
り
数
え
眠
り
に
入
り
ぬ
』
賑
は
ひ
し
案
山
子
祭
り
で
わ
れ
に
似
し
も
ん
ぺ
姿
の
か
か
し
に
出
会
ふ

L
出
来
た
歌
だ
が
二
句
を
〈
会
話
し
た
る
は
〉
と
す
る
と
調
べ
が
滑
ら
か
に
な
る
。
一
率
↑
し
い
歌
。
時
制
を
現
在
に
統
一
し
、
初
句
〈
賑
は
え
る
〉
三
句

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三
]
〈
わ
れ
に
似
る
〉
に
。

列
島
に
閣
議
で
決
め
る
「
土
人
」
居
り
ま
ず
政
治
家
に
歴
史
教
育
一
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

一
社
会
の
動
き
に
敏
感
な
作
者
。
二
句
〈
ー
で
認
め
る
〉
下
の
旬
玉
口
の
杜
に
黄
色
く
染
ま
る
銀
杏
の
樹
松
の
間
に
ひ
と
き
わ
映
え
る

〈
閣
僚
に
歴
史
教
育
す
べ
し
〉
と0

i
銀
杏
の
木
の
黄
色
に
目
を
奪
わ
れ
た
作
者
だ
ろ
う
。
す
っ
き

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
り
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

菊
花
展
、
国
宝
展
を
訪
ふ
仲
間
ど
っ
ち
を
先
に
す
る
か
ジ
ャ
ン
ケ
ン
一
選
者
詠

楽
し
い
歌
。
初
句
〈
菊
花
展
と
〉
下
の
句
〈
ど
ち
ら
が
先
か
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
す
る
〉
で
は
。
二
問
謳
眠
t
i
に
じ
ふ
は
ち
ね
ん
香
煙
に
福
岡
大
仏
お
顔
く
ろ
ず
む

宗
像
市
池
田
森
龍
子
ぶ
叩
塀
の
筋
の
意
味
知
り
あ
ら
た
め
て
見
れ
ば
長
し
も
東
長
寺
の
塀

季
節
な
ど
係
り
も
な
く
育
ち
た
る
苺
は
師
走
の
店
頭
を
飾
る
[

季
節
に
関
わ
ら
ず
ハ
ウ
ス
物
が
手
に
入
る
時
代
に
違
和
を
覚
[

[
え
る
作
者
だ
ろ
う
。
初
句
〈
季
節
に
は
〉
。
~

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
[

落
ち
て
い
た
一
円
走
っ
て
と
ど
け
た
と
う
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
両
腕
の
円
一

作
者
と
〈
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
〉
の
景
が
楽
し
い
。
三
句
は
〈
と
ど
け
た
と
〉
で
い
い
。
[

宗
像
市
日
の
里
石
松

椿
咲
き
一
枝
折
り
て
供
花
と
な
す

弘
次

ー

一
月
は
行

く
。
＿
一
月

は
逃
げ
る
。
三
月
は
去
る
▼
平
成

二
十
九
年
が
始
ま
り
、
早
一
ヶ
月

が
経
ち
二
月
に
入
り
ま
し
た
。
初

詣
、
企
業
の
新
年
参
拝
な
ど
新
年

の
行
事
で
あ
っ
と
い
う
間
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
▼
二
月

は
他
の
月
よ
り
日
数
も
少
な
く
、

毎
年
の
事
な
が
ら
逃
げ
る
よ
う

に
毎
日
過
ぎ
て
行
く
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
て
早
く
過
ぎ
て
行
っ
て
し

ま
う
こ
の
期
間
を
新
年
度
へ
の
準

備
期
間
と
し
て
有
意
義
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つ● なみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭、
宗像護国神社(1日）

午前11 時～総社祭浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(15 日）

........................................ •••••••••••••••••••••••••••• 

3日節分祭
午前 11 時～ 於＝本殿
午前11 時30分～於＝斎館前豆打ち式
........................................................................ 

11 日紀元祭午前11 時～
.................................................. 

17日祈年祭午前11 時～
............................................................... 




